
                         

迎
春 

二
〇
一
四
年
の
年
明
け
は
、
お
天
気
に

恵
ま
れ
穏
や
か
な
お
正
月
で
し
た
。
飛
躍

の
年
と
言
わ
れ
る
午
年
は
、
ど
ん
な
年
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

四
月
に
は
消
費
税
の
引
上
げ
、
円
安
に

よ
る
輸
入
品
物
価
高
で
利
益
の
減
少
、
平

均
賃
金
の
減
少
、
労
働
者
の
４
割
が
低
賃

金
の
不
安
定
雇
用
者
、
さ
ら
な
る
大
企
業

言
い
な
り
の
規
制
緩
和
な
ど
、
先
行
き
不

安
が
募
り
ま
す
。 

 

小
選
挙
区
制
度
の
も
と
で
、
４
割
の
得

票
で
８
割
近
い
議
席
を
獲
得
し
、
衆
参
議

員
で
過
半
数
越
え
を
し
た
自
民
党
・
安
倍

首
相
の
独
り
よ
が
り
の
暴
走
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。 

 

安
倍
首
相
は
、
「
美
し
い
国
日
本
を
創

る
」
「
積
極
的
平
和
主
義
」
な
ど
言
葉
で
は

き
れ
い
な
こ
と
を
言
い
。
や
っ
て
い
る
こ

と
は
ま
っ
た
く
逆
で
す
。
既
成
事
実
作
り

を
押
し
進
め
、
国
民
を
欺
い
て
で
も
自
分 

の
思
い
通
り
に
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
権
力
と
武
力
で
国
民
を
監
視
し
、
平

和
に
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
・人
権
が

脅
か
さ
れ
る
戦
前
に
二
度
と
戻
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

 

元
旦
の
午
前
中
、
常
山
町
議
は
宣
伝
カ
ー 

 

元
旦
の
午
前
中
、
常
山
知
子
町
議
は
宣

伝
カ
ー
で
「
秘
密
保
護
法
の
強
行
、
消
費

税
の
大
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
年
末
の
靖
国

神
社
へ
の
参
拝
、
、
、
、
。 

安
倍
内
閣
が
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
自
民
党
の
間
違
っ
た

政
治
に
正
面
か
ら
対
決
し
、
ど
ん
な
問
題

で
も
対
案
を
示
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。 

憲
法
違
反
の
秘
密
保
護
法
の
廃
止
。
４
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
ス
ッ
ト
プ
。
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
根
絶
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
。
な
ど
国
民
の
皆
さ
ん
と
共
同
を
広

げ
ま
す
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

住
民
主
人
公
の
町
づ
く
り
を 

日
本
共
産
党
皆
野
町
委
員
会
は
、
町
民

の
声
を
も
と
に
、
先
月
町
長
に
対
し
予
算

要
望
者
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
安
心
し
て
、
住
み
続
け
ら

れ
る
町
・住
民
主
人
公
の
町
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

     
 

     

み
な
さ
ん
。
新
し
い
年
を
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。 

 

今
年
は
午
年
。
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
い

の
は
『
馬
の
耳
に
念
仏
』。
隠
し
て
い
た
本
性
や

悪
事
が
ば
れ
る
こ
と
は
『
馬
脚
を
現
す
』。
日
本

を
米
国
と
一
緒
に
戦
争
す
る
国
に
し
よ
う
と
本

性
を
あ
ら
わ
に
し
、
国
民
の
声
を
聞
か
ず
、
多

数
を
頼
み
に
秘
密
保
護
法
な
ど
、
悪
法
の
数
々

を
強
行
し
た
安
倍
政
権
。 

 

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
２
年
１
０

カ
月
。
安
倍
政
権
は
、「
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ

て
い
る
」
と
い
う
汚
染
水
問
題
の
発
言
も
撤

回
せ
ず
、
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
の
負
担

増
、
復
興
の
努
力
を
水
の
泡
に
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

安
倍
政
権
の
暴
走
に
対
し
て
、
各
界
、
各

層
か
ら
多
く
の
人
々
の
反
対
の
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
『
政
治
を
良

く
し
た
い
』
と
い
う
願
い
の
表
れ
で
あ
り
、

平
和
と
民
主
主
義
を
求
め
る
巨
大
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
日
本
国
民
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
安

倍
政
権
の
暴
走
に
正
面
か
ら
対
決
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
国
民
運
動
と
の

共
同
を
強
め
、
政
治
の
流
れ
を
変
え
て
い
く

た
め
に
、
全
力
を
あ
げ
て
奮
闘
し
ま
す
。
私

た
ち
国
会
議
員
団
も
年
明
け
か
ら
『
１
０
０

万
馬
力
』
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

２
０
１
４
年
１
月 

 

日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員 

 
 
 
 

 
 

 

塩
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鉄
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日
本
共
産
党
参
議
院
議
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大
門 

 

み
き
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日
本
共
産
党
参
議
院
議
員 
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智
子 

 

しあわせを 

共に産み出す党 

日 本 共 産 党 

２０１４年１月１２日 
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国
会
議
員
か
ら
新
年
の
挨
拶 

 
国
民
の
願
い
が 

か
な
う
政
治
を 


